
閉鎖式サクションシステム
タイケア™ エクセル 96
使用説明書

● 取付け方

吸引コントロールバルブのキャップを
外し、コネクタを吸引源に取付けます。1 吸引コントロールバルブのボタンを

押して、適切な吸引圧がかかることを
確認します。

2 タイケア™ エクセル 96を人工呼吸器
回路と気管チューブ/気管切開チューブに
取付けます。
（カテーテルマウントは必要に応じてご使用くだ
さい。）
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● 吸引操作手順

回転バルブを反時計方向に回し、開口
位置状態にあることを確認します。1 図のようにコネクタ部分を手で固定し、

一方の手でサクションカテーテルを
必要な深さまで挿入します。
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取扱説明動画は
こちらから

吸引操作終了後、サクションカテーテルを
図のように引き戻します。サクション
カテーテルの引き戻しは、黒い位置確認
マークが完全に現れる位置まで引いて
ください。

吸引コントロールバルブボタンを押して
吸引を行います。一般的に、一回の吸引
時間は10～15秒以内が推奨されてい
ます。

回転バルブを閉口位置まで時計回りに
回転させます。これで、サクションカテー
テルは気道から完全に分離されます。
※注意※
必ずスリーブ内に黒い位置確認マークが
完全に見えることを確認してから回転
バルブを回してください。

回転バルブの操作は、必ず透明のコネ
クタ部分と回転バルブ部分を持って
確実に行ってください。

吸引コントロールバルブ
ボタンを持ち上げ90度回転させると、ロックできます。
偶発的な吸引を防止します。

ダブルスイーベルエルボーコネクタ
120°の角度設計により、
換気時の気流抵抗を低減します。

120°

回転バルブ
非吸引時に、
カテーテルを気道から完全に
切り離すことができます。

洗浄ポート
カテーテル内腔を
洗浄する為の
洗浄液を注入します。
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● 洗浄方法

回転バルブが閉口位置状態にあることを
確認します。（サクションカテーテルを
気道から完全に分離します）

1 カテーテル洗浄は、①吸引コントロール
バルブを押して吸引圧をかけながら、
②洗浄液をゆっくりと注入してください。
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● 取外し方

1 2

● ファイバースコープの使用方法

回転バルブが閉口位置状態にあることを
確認してください。サクションカテー
テルを取外した後、図1のようにファイ
バースコープ用キャップ（スリット入り）を
取付けます。
取外したサクションカテーテルには、
図2のようにカテーテルシールキャップを
取付けてサクションカテーテルを保護
してください。

1 回転バルブを開口位置状態にし、キャップの
上からファイバースコープを挿入します。
操作が終了したら、ファイバースコープを
取外し、回転バルブを閉口位置状態に
してファイバースコープ用キャップを
取外しサクションカテーテルを再接続
してください。
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回転バルブが閉口位置状態にあることを
確認し、図のように回転バルブを手で
しっかりと固定したら、サクションカテー
テルを時計回りに回転させて取外して
ください。

このマークがある項目は、
特に回転バルブの位置に
ご注意ください。

閉口位置状態
サクションカテーテルが気道と
呼吸装置から分離できます。

開口位置状態
サクションカテーテルが気道と
連結し、吸引が可能です。

販売名：DAR閉鎖式サクションシステム
医療機器承認番号：30600BZX00244000

①

②

図1 図2

サクションカテーテルを取外す際は、
カテーテル先端のT字型の接続部と
回転バルブの突起をT字の真ん中に合わ
せることで、カテーテルを取外せます。
T字の端にあるときは取外すことができ
ません。


